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１．事業の概要

○ アジア太平洋地域におけるe-waste（電気電子機器廃棄物）の量の急増に

伴い、環境及び健康に及ぼす悪影響が懸念されており、バーゼル条約締約

国会合やアジア３Ｒ推進会議等においてもe-waste対策の必要性が確認され

たところである。

○ このため、バーゼル条約事務局では､アジア太平洋地域におけるe-waste

の最小限化、資源の有効再利用及び環境上適正な処理を確実にすることを

目的としたプロジェクトを計画している。

○ 中古利用目的も含む相当数の電子電気機器を途上国向けに輸出している

我が国としては、当事国としてe-waste問題に取り組む必要があり、多数国

に関わる問題であることから、国際機関であるバーゼル条約事務局と協力

してe-waste対策を推進することが妥当である。

○ 当該プロジェクトのうち、平成19年度は、我が国として関わりの深いベ

トナム及びカンボジアの２箇国についてe-wasteのインベントリーを作成す

る事業等に対して拠出を行う。

２．事業計画（下線部の活動について事業を行う）

平成１８年：e-wasteインベントリー作成､パイロット事業､ワークショップ

平成１９年：e-wasteインベントリー作成､パイロット事業､ワークショップ､

環境上適正な処理に関するガイドライン作成

平成２０年：パイロット事業、国際会議

３．施策の効果

＜アウトプット＞ e-wasteインベントリー、適正処理ガイドライン、法制度

整備等

＜アウトカム＞

・e-wasteの適正な処理による環境汚染・健康被害の未然防止

・e-wasteのリサイクルによる資源の有効利用促進

・アジア太平洋地域の廃棄物政策担当者、産業界、ＮＧＯ等の能力向上

・関係者間のパートナーシップの構築



バーセル条約事務局における 

電気・電子機器廃棄物の環境上適正な管理に関するプロジェクト 

 

１．参加予定国 

中国、マレーシア、フィリピン、タイ、ベトナム、シンガポール、インド、インドネ

シア、カンボジア、日本 

 

２．期間 2005年～2008年 

 

３．予算 総額4,159,000 ＵＳドル 

 

４．プロジェクト概要 

 

その他、データベース構築等に係る費用（80,000 US$） 

 

＊活動１，２，６，７，８について支出を行う。 

＜活動１＞2005年 
地域ワークショップ及び情報収集 

（278,000 US$） 

＜活動２＞2006年～ 
電気・電子機器廃棄物の
詳細なインベントリー
の作成（８か国） 

（1,500,000 US$） 

＜活動３＞ 
電気・電子機器廃棄物の
分別・収集パイロット事

業（４か国） 
（800,000 US$） 

＜活動４＞ 
修理・再生、リサイクル
のパイロットプロジェ

クト（３か国） 
（450,000 US$） 

＜活動８＞2008年 
電気・電子機器廃棄物についての国際会議 

（500,000 US$） 

＜活動５＞ 
トレーニングワークショップ（５か国） 

（175,000 US$） 

＜活動６＞2007年 
国内政策作成のためのガイドライン作成 

（30,000 US$） 

＜活動７＞2007年 
環境に配慮した技術（再利用、修理、再生、リサイクル、 

資源回収、最終処分）に関する地域ワークショップ 
（346,000 US$） 


